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調
査
・
研
究
活
動
─
─
二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一
三
年
度

　

平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
は
、
三
件
の
「
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
従
来
の
班
別
研
究
な
ど
、
多
数
の
共
同
研
究
計
画
が
展
開
さ
れ
た
。

【
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
中
国
南
部
・
台
湾
に
お
い
て
調
査
・
研
究

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

期　

間　

二
〇
一
三
年
二
月
二
四
日
～
三
月
二
日

調
査
地　

中
国
（
深
圳
大
学
・
清
華
大
学
深
圳
研
究
院
）

　
　
　
　

台
湾
（
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
下
関
在
住
在
日
コ
リ
ア
ン
及
び
ポ
ッ
タ
リ
チ
ャ
ン
サ
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査

�

客
員
研
究
員　

井
出　

弘
毅

期　

間　

二
〇
一
三
年
三
月
一
九
日
～
三
月
二
一
日

調
査
地　

山
口
県
（
下
関
市
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
下
関
市
在
住
の
コ
リ
ア
ン
へ
の
聞
き
取
り
調
査
及
び
資
料
収
集

�

客
員
研
究
員　

宮
下　

良
子

期　

間　

二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日
～
三
月
二
三
日

調
査
地　

山
口
県
（
下
関
市
竹
崎
町
・
東
亜
大
学
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」計
画
に
よ
る「
東
南
ア
ジ
ア
の
海
と
ひ
と
」研
究
会
で
の
研
究
報
告
及
び
打
ち
合
わ
せ

�

研
究
員　

長
津　

一
史

期　

間　

二
〇
一
三
年
五
月
二
五
日
～
五
月
二
七
日

調
査
地　

愛
知
県
（
名
古
屋
市
）・
京
都
（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
「
東
南
ア
ジ
ア
の
海
と
ひ
と
」
研
究
会
で
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�

客
員
研
究
員　

岩
田　

剛

期　

間　

二
〇
一
三
年
五
月
二
六
日
～
五
月
二
七
日

調
査
地　

京
都
（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
韓
国
・
巨
済
島
を
中
心
と
し
た
南
海
岸
地
域
調
査

�

研
究
員　

松
本　

誠
一

�

客
員
研
究
員　

井
出　

弘
毅

期　

間　

二
〇
一
三
年
八
月
七
日
～
八
月
一
三
日

調
査
地　

韓
国
（
巨
済
市
・
釜
山
）
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「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
外
国
人
流
入
に
関
す
る
文
献
収
集
と
聞
き
取
り
調
査

�

研
究
員　

山
本　

須
美
子

期　

間　

二
〇
一
三
年
八
月
二
〇
日
～
八
月
二
八
日

調
査
地　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
資
料
収
集

�

客
員
研
究
員　

宮
下　

良
子

期　

間　

二
〇
一
三
年
八
月
三
一
日
～
九
月
二
日

調
査
地　

山
口
県
（
山
口
市
）

「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生
活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比

較
」
計
画
に
よ
る
現
地
調
査

�

客
員
研
究
員　

宮
下　

良
子

期　

間　

二
〇
一
三
年
九
月
八
日
～
九
月
一
二
日

調
査
地　

韓
国
（
釜
山
）

※　

�

右
記
九
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
跨
境
的
生

活
様
式
の
研
究
─
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
比
較
」
報
告
を
参
照
。

「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
計
画
に
お
け

る
二
四
年
度
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
及
び
次
年
度
計
画
の
打
ち
合
わ
せ

�

客
員
研
究
員　

福
田　

義
昭

期　

間　

二
〇
一
三
年
二
月
一
二
日
～
二
月
一
四
日

調
査
地　

東
京
（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
ト
ル
コ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
計
画
に
よ
る

文
献
収
集
及
び
聞
き
取
り
調
査

�

研
究
員　

三
沢　

伸
生

期　

間　

二
〇
一
三
年
二
月
二
六
日
～
二
月
二
八
日

調
査
地　

宮
城
県
（
仙
台
市
）

「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
計
画
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査

�

研
究
員　

石
井　

隆
憲

期　

間　

二
〇
一
三
年
三
月
八
日
～
三
月
一
一
日

調
査
地　

香
川
県
（
小
豆
島
）

「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
計
画
に
よ
る

文
献
資
料
調
査

�

研
究
員　

三
沢　

伸
生

期　

間　

二
〇
一
三
年
三
月
九
日
～
三
月
一
〇
日

調
査
地　

愛
知
県
（
豊
橋
市
）

「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
計
画
に
よ
る
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エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
民
族
ス
ポ
ー
ツ
の
聞
き
取
り
調
査
及
び
資
料
収
集

�

客
員
研
究
員　

福
田　

義
昭

期　

間　

二
〇
一
三
年
三
月
二
三
日
～
三
月
三
一
日

調
査
地　

エ
ジ
プ
ト
（
カ
イ
ロ
）

※　

�

右
記
五
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
「
近
代
日
本
の
民
族
ス
ポ
ー
ツ
形
成

に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
役
割
」
報
告
を
参
照
。

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
よ
る
中
国
・
台
湾
に
お
い
て
調
査
・
研
究　
　
　

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

期　

間　

二
〇
一
三
年
一
月
一
○
日
～
一
月
一
六
日

調
査
地　

中
国
（
中
国
清
華
大
学
法
学
院
深
圳
研
究
生
院
図
書
館
）

　
　
　
　

台
湾
（
竹
田
図
書
館
）

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
お
け
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
及
び
資
料
収
集

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

期　

間　

二
〇
一
三
年
九
月
四
日
～
九
月
一
四
日

調
査
地　

中
国
（
深
圳
市
）

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
お
け
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告

�

研
究
員　

井
上　

貴
也

期　

間　

二
〇
一
三
年
九
月
五
日
～
九
月
七
日

調
査
地　

中
国
（
深
圳
市
）

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
お
け
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

期　

間　

二
〇
一
三
年
十
月
三
一
日
～
一
一
月
三
日

調
査
地　

韓
国
（
漢
陽
大
学
校
）

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
お
け
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告

�

研
究
員　

深
川　

裕
佳

期　

間　

二
〇
一
三
年
十
月
三
一
日
～
一
一
月
三
日

調
査
地　

韓
国
（
漢
陽
大
学
校
）

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

計
画
に
お
け
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
及
び
打
ち
合
わ
せ

�

研
究
員　

李　

芝
妍

期　

間　

二
〇
一
三
年
十
月
三
一
日
～
一
一
月
四
日

調
査
地　

韓
国
（
漢
陽
大
学
校
）

＊
右
記
六
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
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西
洋
近
代
法
と
慣
習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」
報
告
を
参
照
。
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研
究
会
合
報
告
─
─
二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一
三
年
度

<

年
次
集
会>

第
七
回
年
次
集
会
（
東
洋
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念
）

日　

時　

二
〇
一
三
年
一
月
二
六
日
（
土
）

会　

場　

東
洋
大
学
白
山
校
舎
二
号
館
一
六
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
中
央

開
会
の
挨
拶�
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
長　

高
橋　

継
男

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
：
テ
ー
マ
発
表

「
東
北
被
災
地
に
お
け
る
異
文
化
接
触
─
ム
ス
リ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
日
本
人

被
災
者
の
受
け
止
め
方
」

問
題
提
起�
研
究
員　

子
島　

進

「
い
わ
き
市
に
お
け
る
大
塚
モ
ス
ク
の
支
援
活
動
」

�

大
塚
モ
ス
ク
事
務
局
長　

ク
レ
イ
シ
・
ハ
ル
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド

「
日
本
人
被
災
者
の
受
け
止
め
方
」

�

愛
知
教
育
大
学
社
会
科
教
育
講
座
講
師　

嶺
崎　

寛
子

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
「
第
七
回
年
次
集
会
」
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
、
は
じ
め
に
「
問
題
提
起
」
を
子
島
が
行
っ
た
。
子
島
は
、
二
〇

一
二
年
よ
り
、
福
島
県
い
わ
き
市
で
被
災
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
過
程
で
、
一
三
〇
名
の
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
証
言
を
掲
載
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
『
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
』
第
二
号
と
出
会
っ
た
。
同
誌
に
は
、
地
震
発
生
の
状
況

か
ら
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
ま
で
、
当
時
の
状
況
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

手
記
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
「
い
つ
か
恩
を
返
し
た
い
」
と
い
う
記
述
が
、
繰
り
返

し
現
れ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
助
け
て
も
ら
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
返
し
を
し
た

い
、
あ
る
い
は
、
将
来
自
然
災
害
が
ど
こ
か
で
起
き
た
時
に
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
に
行
き
た
い
と
い
う
記
述
を
読
む
と
き
、「
恩
返
し
」
が
、

日
本
人
の
価
値
観
の
根
底
に
今
も
確
固
と
し
て
あ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
多
く
の
日
本
人
が
、
外
国
人
の
支
援
活
動
を
も
「
日
本
人
へ
の
恩
返
し
」
と
し
て
、

理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
震
災
の

現
場
に
向
か
う
際
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を
も
っ
て
活
動
に
臨
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
問
い
で
あ
る
。

子島進研究員

クレイシ・ハルーン・
アフマド氏

永井M.ARFIN 氏

嶺崎寛子氏
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こ
の
問
い
に
答
え
て
く
れ
た
の
が
、
ク
レ
イ
シ
・
ハ
ル
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド
氏
（
大
塚

モ
ス
ク
事
務
局
長
）
で
あ
る
。「
い
わ
き
市
に
お
け
る
大
塚
モ
ス
ク
の
支
援
活
動
」
と

題
し
た
報
告
で
、「
神
へ
の
奉
仕
」
と
し
て
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
た
ち
へ
の
支
援

に
向
か
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
嶺
崎
寛
子
氏
（
愛

知
教
育
大
学　

社
会
科
教
育
講
座　

講
師
）
が
「
日
本
人
被
災
者
の
受
け
止
め
方
」
と

題
し
て
、
ク
レ
イ
シ
氏
の
発
表
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

質
疑
応
答

セ
ッ
シ
ョ
ン
二
：
院
生
研
究
員
発
表

「
共
通
投
資
法
施
行
後
の
投
資
動
向
と
行
政
的
変
化
・
課
題
─
日
本
の
投
資
を
中
心
に

し
て
─
」�

院
生
研
究
員　

タ
ン
・
ワ
ン
・
チ
ュ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
三
：
研
究
班
等
発
表

「
現
在
の
中
国
民
族
問
題
の
起
源
─
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
み
た
満
州
人
の
中
華

帝
国
清
朝
と
中
国
の
国
家
構
造
─
」�

客
員
研
究
員　

真
田　

安

「
中
国
・
陝
北
地
区
退
耕
農
家
の
戸
口
調
査
結
果
に
つ
い
て
」

�

客
員
研
究
員　

飯
塚　

勝
重

「
跨
境
的
生
活
様
式
を
め
ぐ
る
概
念
群
に
つ
い
て
」�

研
究
員　

松
本　

誠
一

「
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
家
法
と
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
考
察
」

�

研
究
員　

中
田　

有
紀

「
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
合
気
道
の
伝
播
と
現
状
」

�

研
究
員　

石
井　

隆
憲

閉
会
の
挨
拶�

研
究
員　

松
本　

誠
一

<

研
究
会>

日　

時　

平
成
二
○
一
三
年
五
月
二
六
日

場　

所　

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
稲
盛
財
団
記
念
館
小
会
議
室
Ⅰ

主　

催　
「
東
南
ア
ジ
ア
の
海
の
ひ
と
」
研
究
会

趣
旨
説
明�

研
究
員　

長
津　

一
史

「
海
神
・
海
神
信
仰
・
海
神
文
化
圏
に
つ
い
て
─
福
建
省
沿
海
の
莆
田
県
眉
州
に
起
源

す
る
媽
祖
（
天
后
）
信
仰
を
例
と
し
て
」

�

静
岡
県
立
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
セ
ン
タ
ー　

濱
下　

武
志

「
海
域
文
明
交
流
圏
と
し
て
の
マ
レ
ー
世
界
」�

京
都
大
学
名
誉
教
授　

立
本　

成
文

コ
メ
ン
ト�

京
都
大
学
学
術
研
究
支
援
室　

田
中　

耕
司

�

客
員
研
究
員　

岩
田　

剛

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
海
か
ら
考
え
る
─
設
計
科
学
と
し
て
の
海
民
・
海
域
研
究
の
可
能
性
」

第
二
部
研
究
会

報
告
Ⅰ�

研
究
員　

長
津　

一
史

報
告
Ⅱ�

名
古
屋
市
立
大
学　

祖
父　

江
智
壮

報
告
Ⅲ�

政
策
大
学
院
大
学　

河
野　

元
子

報
告
Ⅳ�

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科　

遅
沢　

泰
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<
講
演
会>

　

特
別
講
演
会

日　

時　

二
〇
一
三
年
五
月
二
二
日

会　

場　

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
八
号
館
五
階
八
五
〇
一
教
室

共　

催　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
主　

催
：
白
山
人
類
学
研
究
会
）

「Local Responses to D
estructive Fishing Practices in the Sabalana 

Islands of South Sulaw
esi

」�

オ
ハ
イ
オ
大
学　

Gene A
m
m
arell

　

公
開
講
演
会

日　

時　

平
成
二
○
一
三
年
六
月
二
五
日

会　

場　

東
洋
大
学
白
山
校
舎
一
号
館
五
階
一
五
〇
一
教
室

「
中
国
の
経
済
成
長
、
環
境
問
題
と
持
続
可
能
な
発
展
」

“Econom
ic Grow

th, Environm
ent, and Sustainable D

evelopm
ent for 

China

”�

客
員
研
究
員　

K
w
an S.K

im

（
要
旨
）

　

改
革
・
開
放
以
来
、
中
国
は
高
い
高
度
経
済
成
長
を
達
成
し
た
一
方
、
大
気
汚
染
、

水
汚
染
や
生
態
環
境
悪
化
な
ど
深
刻
な
環
境
悪
化
と
い
う
代
価
も
払
っ
た
。
中
国
政
府

は
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
、「
経
済
成
長
」
優
先
の
考
え
方
か
ら
、「
経
済
成
長
と
環

境
保
護
」
と
の
両
立
へ
と
発
展
戦
略
を
転
換
し
始
め
た
。
と
く
に
二
○
○
三
年
に
胡
錦

涛
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、「
循
環
型
経
済
」（
二
○
○
四
年
）、「
節
約
型
社
会
」（
二
○

○
五
年
）、「
科
学
的
発
展
観
」（
二
○
○
七
年
）
な
ど
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
約

を
受
け
る
な
か
で
中
国
経
済
が
持
続
的
な
成
長
を
維
持
す
る
た
め
の
国
家
戦
略
が
次
々

打
ち
出
さ
れ
た
。
環
境
法
規
の
整
備
、
環
境
政
策
の
体
系
化
お
よ
び
行
政
管
理
の
強
化

と
同
時
に
、
環
境
管
理
の
手
段
も
従
来
の
政
府
行
政
管
理
か
ら
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

利
用
し
た
経
済
的
手
段
、
法
的
、
技
術
的
手
段
も
活
用
し
、
徐
々
に
多
様
化
に
な
っ
て

き
た
。SO

2､
CO
D

な
ど
の
指
標
の
変
化
を
み
る
と
、
中
国
で
は
二
○
○
六
年
頃
か

ら
環
境
汚
染
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
環
境
改
善
へ
の
取
組
み
が
一
定

の
成
果
を
収
め
た
と
言
え
る
。
し
か
し
環
境
汚
染
は
中
国
に
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ

り
、
こ
れ
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
中
国
政
府
が
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
政
策

や
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Kwan S.Kim 客員研究員

会場風景①
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<

セ
ミ
ナ
ー>

国
際
セ
ミ
ナ
ー

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣
習
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

日　

時　

二
〇
一
三
年
六
月
一
五
日

会　

場　

東
洋
大
学
白
山
校
舎
九
号
館
二
階
第
四
会
議
室

開
会
の
挨
拶�

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
所
長　

高
橋　

継
男

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
会
社
法
の
諸
問
題
」

�

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
講
師　

Param
ita Prananingtyas,SH

,LLM

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
会
社
法
に
お
け
る
企
業
統
治
に
つ
い
て
」�

研
究
員　

井
上　

貴
也

「
ア
ダ
ッ
ト
法
の
位
置
づ
け
」�

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学　

T
riyono, SH

, M
K
n

「
日
本
統
治
時
期
台
湾
に
お
け
る
家
族
に
関
す
る
慣
習
法
の
変
遷
」

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

�

通
訳　
　
　

客
員
研
究
員　

中
田　

有
紀

共
同
セ
ミ
ナ
ー

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
・
中
国
清
華
大
学
深
圳
研
究
生
院
共
同
セ
ミ
ナ
ー

「
東
ア
ジ
ア
会
社
法
に
お
け
る
慣
習
理
解
」

日　

時　

平
成
二
○
一
三
年
九
月
六
日

会　

場　

中
国
清
華
大
学
深
圳
研
究
生
院
学
楼
CI-

一
○
七
室

開
会
の
辞�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

「
台
湾
に
お
け
る
商
慣
習
と
し
て
の
合
股
の
変
遷
」�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

「
日
本
に
お
け
る
商
事
慣
習
─
会
社
法
制
を
中
心
に
─
」�

研
究
員　

井
上　

貴
也

「
日
中
会
社
法
交
流
の
源
」�

清
華
大
学　

朱　

大
明

討
論

閉
会
の
辞�

清
華
大
学　

朱　

大
明

韓
国
漢
陽
大
学
校
法
学
研
究
所
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
共
同
セ
ミ
ナ
ー

「
日
本
に
お
け
る
法
慣
習
立
法
化
の
動
向
」

日　

時　

平
成
二
○
一
三
年
一
一
月
一
日

会　

場　

漢
陽
大
学
校
法
学
研
究
所

会場風景②



研
究
会
合
報
告

─　　─415

挨
拶�

漢
陽
大
学
校
法
学
研
究
所
所
長　

韓　

忠
洙

「
植
民
地
時
期
台
湾
に
お
け
る
笞
刑
─
朝
鮮
に
お
け
る
笞
刑
と
の
比
較
の
た
め
の
前
提

作
業
」�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

「
日
本
民
法
の
連
帯
債
務
規
定
の
改
正
─
相
互
保
証
論
に
よ
る
批
判
的
検
討
」

�

研
究
員　

深
川　

裕
佳

「
日
本
に
お
け
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
と
保
険
契
約
」�

研
究
員　

李　

芝
妍

講
評�

漢
陽
大
学
校
名
誉
教
授　

李　

哲
松

<

研
究
例
会>

第
一
回
公
開
研
究
例
会　

兼
「
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
」
研
究
班
例
会

日　

時　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
六
日

会　

場　

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館
四
階
六
四
○
二
教
室

「
李
德
裕
と
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
─
唐
代
「
牛
李
党
争
」
の
始
期
を
め
ぐ
っ
て
─
」

�

院
生
研
究
員　

竹
内　

洋
介

目
次

一
、
報
告
の
視
角

　
　

①
「
牛
李
党
争
」
に
つ
い
て　

②
「
牛
李
党
争
」
研
究
の
問
題
点

二
、
党
争
の
始
期
に
関
す
る
通
説
と
問
題
点

三
、
人
事
動
向
か
ら
み
た
党
争

　
　

①
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
の
影
響
と
陳
寅
恪
説
の
呪
縛　

②
貶
官
か
ら
み
た
党
争

の
実
態

四
、
李
德
裕
と
牛
僧
孺
・
李
宗
閔

　
　

①
李
德
裕
に
よ
る
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
の
排
撃　

②
牛
僧
孺
と
李
宗
閔
の
関
係

五
、
党
争
の
本
質
と
始
期

（
要
旨
）

　

中
国
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
後
半
期
の
政
治
史
上
に
お
い
て
、
唐
王
朝
滅
亡
の

遠
因
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
、
所
謂
「
牛
李
党
争
」
と
い
う
政
治
抗
争
が
あ
る
。
こ

れ
は
一
般
に
、
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
を
中
心
と
す
る
「
牛
派
」
と
李
德
裕
を
中
心
と
す
る

「
李
派
」
が
、
官
界
を
二
分
し
て
対
立
し
争
っ
た
と
い
う
。

　

牛
李
党
争
に
関
す
る
研
究
は
、
陳
寅
恪
氏
が
牛
李
両
派
の
争
点
と
し
て
、（
一
）
出

身
、（
二
）
中
核
、（
三
）
科
挙
を
め
ぐ
る
対
応
、（
四
）
対
藩
鎮
政
策
、（
五
）
対
外
政

策
、
の
五
点
を
提
示
し
、
両
派
の
性
格
を
規
定
し
て
よ
り（

１
）、

現
在
に
至
る
ま
で
陳
氏
の

見
解
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
策
や
出
自
の
差
異
に
よ
っ
て
両
派
を

二
分
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
史
料
が
錯
綜
し
て
い
る
た
め
も
あ
っ
て
、
統
一
し
た

理
解
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
両
派
の
構
成
員
や
対
立
の
争
点
も
明
確
と
な
っ
て

は
お
ら
ず
、
党
争
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
俟
た
れ
る
。

　

本
報
告
の
主
題
で
あ
る
党
争
の
開
始
時
期
に
関
し
て
も
、
既
に
渡
邊
孝
氏
に
よ
り
整

理
が
な
さ
れ
て
お
り（

２
）、（

Ａ
）
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
制
科
案
説
、（
Ｂ
）
長
慶
元
年
（
八

二
一
）
覆
試
案
説
、（
Ｃ
）
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
後
期
説
、（
Ｄ
）
長
慶
年

間
（
八
二
一
～
八
二
四
）
説
、（
Ｅ
）
大
和
年
間
（
八
二
七
～
八
三
五
）
以
降
説
、
の

五
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
説
に
も
有
力
な
反
証
が
あ
り
、
鉄
案
と
な
っ
て
は
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
に
基
づ
く
（
Ａ
）
説
、
あ
る
い
は
陳
氏
の
研
究
に
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基
づ
く
（
Ｂ
）
説
が
通
説
と
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
牛
李
党
争
」
の
実
態
を
解
明
す
る
一
助
と
し
て
、
比
較
的
史
料
上
の

確
実
性
が
高
い
人
事
（
と
く
に
貶
官
）
の
記
事
を
利
用
し
、
李
德
裕
執
政
期
の
貶
官
者

と
、
大
和
五
年
（
八
三
一
）
に
勃
発
し
た
維
州
事
件
に
対
す
る
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
の
対

応
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
党
争
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

　

李
德
裕
の
二
度
に
亘
る
入
相
時
期
の
貶
官
者
を
見
る
と
、
通
説
で
「
一
方
の
党
派
が

権
力
を
掌
握
し
た
場
合
、
必
ず
も
う
一
方
の
党
派
の
全
体
を
排
除
す
る
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
党
派
排
除
は
、
全
く
見
ら
れ
な
い
。
第
一
次
入
相
期
（
大
和
七
年
）
の
貶
官
は
、

給
事
中
・
中
書
舎
人
就
任
者
に
対
す
る
弾
劾
・
左
遷
で
あ
り
、
李
宗
閔
排
除
を
最
終
的

な
目
標
に
掲
げ
た
李
德
裕
に
よ
る
人
事
権
掌
握
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
で
第
二
次
入
相
期
（
開
成
五
年
～
會
昌
六
年
）
の
貶
官
は
、
主
と
し
て
牛
僧

孺
・
李
宗
閔
を
対
象
と
し
て
お
り
、
か
つ
両
者
に
対
す
る
執
拗
な
弾
劾
・
貶
官
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
時
期
の
貶
官
に
は
人
事
権
掌
握
（
第
一
次
入
相
）・

政
敵
排
除
（
第
二
次
入
相
）
と
い
う
差
異
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
と

も
に
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
の
排
除
と
い
う
最
終
的
な
目
標
は
変
わ
ら
ず
、
大
和
七
年
（
八

三
三
）
の
時
点
で
は
、
既
に
李
德
裕
と
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
の
間
で
対
立
が
存
在
し
て
い

た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
大
和
五
年
（
八
三
一
）
の
維
州
事
件
（
吐
蕃
の
維
州
副
使
悉
怛
謀
が
剣
南
西

川
節
度
使
李
德
裕
の
下
に
降
っ
て
き
た
事
件
）
に
お
け
る
牛
僧
孺
・
李
宗
閔
の
対
応
を

精
査
す
る
と
、
牛
僧
孺
と
李
宗
閔
の
事
件
へ
の
対
応
に
は
差
異
が
あ
る
。
当
時
、
両
者

は
宰
相
と
し
て
政
権
を
担
っ
て
い
る
が
、
維
州
事
件
に
関
す
る
李
德
裕
の
上
奏
を
め
ぐ

り
、
牛
僧
孺
は
吐
蕃
と
の
和
を
説
き
、
維
州
返
還
・
悉
怛
謀
送
還
を
主
張
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
李
宗
閔
は
李
德
裕
の
上
奏
（
悉
怛
謀
の
亡
命
容
認
・
維
州
の
確
保
）
を
支

持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
後
に
入
朝
し
た
西
川
監
軍
使
王
踐
言
の

上
言
に
は
、
牛
僧
孺
弾
劾
の
語
は
あ
る
が
李
宗
閔
の
名
は
見
え
ず
、
牛
僧
孺
失
脚
後
も

李
宗
閔
は
宰
相
（
中
書
侍
郎
・
同
平
章
事
）
と
し
て
、
政
権
に
参
与
し
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
党
争
の
発
端
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
、
有
力
な
反
証
の
あ
る
（
Ａ
）

説
・（
Ｂ
）
説（

３
）を
除
外
し
た
場
合
の
李
德
裕
と
李
宗
閔
の
対
立
は
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）

の
入
相
問
題
に
始
ま
る
人
事
上
の
遺
恨
を
淵
源
と
し
て
お
り
、
牛
僧
孺
と
の
対
立
は
大

和
五
年
（
八
三
一
）
の
維
州
事
件
に
お
け
る
政
策
上
の
角
逐
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

性
質
の
異
な
る
対
立
が
底
流
に
存
在
し
た
上

で
、
大
和
七
年
（
八
三
三
）
二
月
に
念
願
の
入

相
を
果
た
し
た
李
德
裕
が
、
権
力
掌
握
を
目
指

す
一
方
で
、
対
抗
者
か
つ
先
任
者
で
あ
る
牛
僧

孺
・
李
宗
閔
の
排
斥
を
目
指
し
て
い
く
動
き

が
、
ま
さ
し
く
「
党
争
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
李
德
裕
の
官
界
に
お
け
る
権
力
掌
握
へ
の
挑

戦
こ
そ
が
、「
牛
李
党
争
」
の
本
質
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

注（１
）　

陳
寅
恪
『
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』（
重
慶
商
務
印
書
館
、
一
九
四
四
年
）

（
２
）　

渡
邊
孝
「
牛
李
の
党
争
研
究
の
現
状
と
展
望
─
牛
李
党
争
研
究
序
説
─
」（『
史
境
』

第
二
九
号
、
一
九
九
四
年
）

（
３
）　

前
掲
渡
邊
論
文
八
五
～
九
一
頁
。

竹内洋介院生研究員
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「
台
湾
山
地
「
教
育
所
」
活
動
の
中
間
調
査
報
告
」�

客
員
研
究
員　

大
川　

正
彦

調
査
の
目
的

　
「
教
育
所
」
と
は
、
植
民
地
期
台
湾
総
督
府

が
実
施
し
た
理
蕃
政
策
の
一
環
で
あ
る
原
住
民

児
童
を
対
象
と
し
た
教
育
機
関
で
あ
る
。
調
査

は
、
当
時
「
教
育
所
」
に
通
っ
た
方
々
（
現
在

八
○
歳
前
後
以
上
）
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
。
調
査
地
は
、
台
湾
北
部
の
山
中
に

居
住
す
る
タ
イ
ヤ
ル
族
の
集
落
。

　

調
査
は
次
の
四
点
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
。

一
、
教
育
所
の
活
動
の
実
体
。

二
、
原
住
民
が
教
育
所
の
活
動
理
念
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
日
常
性

に
浸
透
し
た
の
か
。

三
、
教
育
の
担
当
者
で
あ
る
警
察
官
は
教
育
活
動
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
。

四
、
光
復
後
（
戦
後
）、
原
住
民
は
ど
の
よ
う
に
し
て
国
語
（
北
京
語
）
を
修
得
し
た
か
。

（
一
）
に
つ
い
て
。
児
童
は
午
前
八
時
ま
で
に
登
校
。
朝
礼
の
あ
と
八
時
三
○
分
か
ら

授
業
。
午
前
は
二
～
三
教
科
、
午
後
は
農
業
実
習
。
四
時
下
校
。
複
式
学
級
。
教
科
書

は
殆
ど
な
し
。
昭
和
一
八
年
頃
か
ら
毎
日
防
空
壕
造
り
。
昭
和
一
九
～
二
○
年
は
「
毎

日
防
空
壕
の
中
」「
勉
強
は
殆
ど
し
て
い
な
い
」。

（
二
）
に
つ
い
て
。
七
歳
に
な
る
と
警
察
官
か
ら
「
通
知
」
が
あ
り
入
学
を
勧
め
ら
れ
、

そ
の
時
に
日
本
名
を
付
け
ら
れ
た
。
す
で
に
両
親
は
日
本
語
堪
能
。
何
の
疑
問
も
持
た

ず
「
当
た
り
前
」
と
し
て
教
育
所
へ
通
う
。
教
育
所
卒
業
後
は
、
警
丁
、
乙
種
巡
査
、

見
張
所
、
看
護
婦
等
へ
の
道
あ
り
。
日
本
語
堪
能
に
な
る
こ
と
は
一
種
の
ス
テ
イ
タ

ス
・
シ
ン
ボ
ル
か
。

（
三
）
に
つ
い
て
。「
先
生
は
厳
し
か
っ
た
。
礼
儀
、
衛
生
、
な
ん
で
も
教
え
て
く
れ
た
」。

「
今
の
若
い
者
は
礼
儀
が
無
い
」
と
い
う
。
か
つ
て
の
先
生
と
文
通
を
続
け
た
（
続
け

て
い
る
）
方
も
い
る
。 

（
四
）
に
つ
い
て
。
光
復
後
「
中
華
民
国
が
山
に
入
っ
て
き
て
」
母
語
、
日
本
語
の
使

用
を
禁
止
し
た
。
か
つ
て
教
育
所
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
「
北
京
語
講
習
会
」（
夜
学
、

参
加
自
由
）
を
開
設
。
先
生
は
大
陸
か
ら
来
た
人
と
台
湾
人
。
日
本
語
を
使
い
な
が
ら

北
京
語
を
教
え
た
。
し
か
し
、
原
住
民
女
子
は
家
事
、
育
児
で
、
男
子
は
「（
畑
の
）

仕
事
が
き
つ
く
」
疲
れ
、
夜
学
に
は
通
え
ず
。
日
本
語
教
育
世
代
は
、「
子
ど
も
が
（
北

京
語
の
）
先
生
」。
テ
レ
ビ
は
「
絵
を
見
て
る
だ
け
」。

今
後
の
展
望

　
「
近
代
的
」
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
が
、
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
の
変
化
を
も
含
め
、
植
民
地
以
後

ど
の
よ
う
な
来
し
方
を
さ
れ
た
の
か
を
も
明

ら
か
に
し
た
い
。

会場風景

大川正彦客員研究員
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研 
究 

所 

所 

報　
二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一
三
年
度

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
日
誌
（
平
成
二
五
年
一
月
～
平
成
二
五
年
一
二
月
）

平
成
二
四
年
度

一
月
二
六
日　

第
六
回　

運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
各
作
業
部
会
か
ら
の
報
告　

①
研
究
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
状
況
に
つ
い
て　

②
『
研
究
年
報

二
〇
一
二
年
』
第
四
七
号
編
集
進
捗
状
況
に
つ
い
て　

③
そ
の
他　

⑵
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
四
年
度
第
五
回
運
営
委
員
会
（
一

一
月
一
七
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
研

究
年
報
「
投
稿
規
程
」
部
分
改
定
に
つ
い
て　

⑶　

①

第
７
回
年
次
集
会
（
平
成
二
五
年
一
月
二
六
日
開
催
）

に
つ
い
て　

②
第
八
回
年
次
集
会
の
日
程
に
つ
い
て　

⑷
今
年
度
後
期
の
予
算
執
行
に
つ
い
て　

⑸
海
外
・
国

内
出
張
に
つ
い
て　

⑹
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
総

会
に
つ
い
て
（
議
題
・
日
程
に
つ
い
て
）　

⑺
平
成
二
五

年
度
客
員
研
究
員
登
録
に
つ
い
て　

⑻
平
成
二
五
年
度

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
・
体
制
に
つ
い
て　

⑼

そ
の
他

一
月
二
六
日　

第
七
回　

年
次
集
会　
（
東
洋
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念
）

開
会
の
挨
拶�

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
所
長　

高
橋　

継
男

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
：
テ
ー
マ
発
表

「
東
北
被
災
地
に
お
け
る
異
文
化
接
触
─
ム
ス
リ
ム
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
日
本
人
被
災
者
の
受
け
止
め
方
」

問
題
提
起�

研
究
員　

子
島　

進

「
い
わ
き
市
に
お
け
る
大
塚
モ
ス
ク
の
支
援
活
動
」

�

大
塚
モ
ス
ク
事
務
局
長

�

ク
レ
イ
シ
・
ハ
ル
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド

「
日
本
人
被
災
者
の
受
け
止
め
方
」

�

愛
知
教
育
大
学
社
会
科
教
育
講
座
講
師　

嶺
崎　

寛
子

質
疑
応
答

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
：
院
生
研
究
員
発
表

「
共
通
投
資
法
施
行
後
の
投
資
動
向
と
行
政
的
変
化
・
課

題
─
日
本
の
投
資
を
中
心
に
し
て
─
」

�

院
生
研
究
員　

タ
ン
・
ワ
ン
・
チ
ュ
ン

質
疑
応
答

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
：
研
究
班
等
発
表

「
現
在
の
中
国
民
族
問
題
の
起
源
─
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
か
ら
み
た
満
州
人
の
中
華
帝
国
清
朝
と
中
国
の
国
家

構
造
─
」�

客
員
研
究
員　

真
田　

安

「
中
国
・
陜
北
地
区
退
耕
農
家
の
戸
口
調
査
結
果
に
つ
い

て
」�

客
員
研
究
員　

飯
塚　

勝
重

質
疑
応
答

「
跨
境
的
生
活
様
式
を
め
ぐ
る
概
念
群
に
つ
い
て
」

�

研
究
員　

松
本　

誠
一

「
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
家
法
と
イ
ス
ラ
ー
ム

に
関
す
る
考
察
」�

研
究
員　

中
田　

有
紀

「
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
合
気
道
の
伝
播
と

現
状
」�

研
究
員　

石
井　

隆
憲

閉
会
の
挨
拶�

研
究
員　

松
本　

誠
一

三
月
一
三
日　

第
七
回　

運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
平
成
二
四
年
度
第
六
回
学
術
研
究
推
進

委
員
会
（
二
月
一
八
日
開
催
）
の
報
告　

⑵
平
成
二
四

年
度
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告　

⑶
平
成
二
四

年
度
研
究
所
活
動
報
告 

⑷
各
作
業
部
会
か
ら
の
報
告 

�

①
『
研
究
年
報
二
〇
一
二
年
』
第
四
七
号
出
版
に
つ
い

て　

②
二
〇
一
二
年
度
「
研
究
活
動
」
報
告
お
よ
び
二

〇
一
三
年
度
「
研
究
活
動
」
計
画
書　

⑸
平
成
二
五
年
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度
客
員
研
究
員
登
録
、
研
究
員
・
院
生
研
究
員
登
録　

⑹
新
規
研
究
班
に
つ
い
て　

⑺
平
成
二
四
年
度
予
算
執

行
に
つ
い
て　

⑻
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
四
年
度
第
六
回
ア
ジ
ア
文
化
研

究
所
運
営
委
員
会
（
一
月
二
六
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）

に
つ
い
て　

⑵
平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運

営
委
員
構
成
に
つ
い
て　

⑶
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
・
更
新
の
担
当
に
つ
い
て　

⑷
平
成
二
四
年
度
今

後
の
予
算
執
行
予
定
に
つ
い
て　

⑸
海
外
・
国
内
出
張

に
つ
い
て　

⑹
平
成
二
四
年
度
研
究
員
総
会
に
つ
い
て 

�
⑺
そ
の
他

三
月
一
三
日　

研
究
員
総
会

議
題　

⑴
平
成
二
四
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て　

⑵
平

成
二
四
年
度
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て　

⑶
平
成
二
五

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

⑷
平
成
二
五
年
度
予
算

（
案
）
に
つ
い
て　

⑸
平
成
二
五
年
度
運
営
組
織
に
つ
い

て　

⑹
そ
の
他

平
成
二
五
年
度

四
月
一
日　

研
究
員
委
嘱

　
　
　
　
　
　

客
員
研
究
員
委
嘱
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

四
月
二
七
日　

第
一
回　

運
営
委
員
会　

報
告
事
項　

⑴
平
成
二
四
年
度
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研

究
員
総
会
に
つ
い
て　

⑵
そ
の
他　

①
平
成
二
四
年
度

予
算
執
行
結
果
に
つ
い
て　

②
平
成
二
五
年
度
予
算
執

行
計
画
に
つ
い
て

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
四
年
度
第
七
回
運
営
委
員
会
議

事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
平
成
二
五
年
度
運
営
委
員
・

任
務
分
担
に
つ
い
て　

⑶
平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
文
化

研
究
所
事
務
担
当
者
の
執
務
体
制
及
び
研
究
所
の
鍵
の

管
理
に
つ
い
て　

⑷
平
成
二
五
年
度
予
算
執
行
計
画
に

つ
い
て　

⑸
平
成
二
五
年
度
活
動
計
画　

①
研
究
活
動

に
つ
い
て
（
例
会
、
年
次
集
会
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
） �

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
に
つ
い
て
（
研
究
員
・
年
報
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）　

③
年
報
の
刊
行
に
つ
い
て　

④
資
料

の
収
集
に
つ
い
て　

⑤
そ
の
他　

⑹
平
成
二
四
年
度
研

究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
書
に
つ
い
て　

⑺
平
成

二
四
年
度
研
究
所
活
動
報
告
書
に
つ
い
て　

⑻
平
成
二

五
年
度
研
究
員
・
院
生
研
究
員
の
新
規
登
録
に
つ
い
て 

 

⑼
そ
の
他　

①
平
成
二
五
年
度
運
営
委
員
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て　

②
研
究
所
内
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
に
つ
い

て　

③
そ
の
他

五
月
二
二
日　

特
別
講
演
会

共
催　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
主
催
：
白
山
人
類
学
研

究
会
）

ʻLocal R
esponses to D

estructive F
ishing 

Practices in the Sabalana Islands of South 
Sulaw

esiʼ
�

オ
ハ
イ
オ
大
学　
　

Gene A
m
m
arell 

五
月
二
六
日　

研
究
会

�

会
場　

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

共
催　

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
主
催
：「
東
南

ア
ジ
ア
の
海
の
ひ
と
」
研
究
会
）

　

趣
旨
説
明�

研
究
員　

長
津　

一
史

｢

海
神･

海
神
信
仰･

海
神
文
化
圏
に
つ
い
て
─
福
建
省

沿
海
の
莆
田
県
眉
州
に
起
源
す
る
媽
祖
（
天
后
）
信
仰
を

例
と
し
て｣

静
岡
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
セ
ン
タ
ー

�

濱
下　

武
志
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質
疑
応
答

「
海
域
文
明
交
流
圏
と
し
て
の
マ
レ
ー
世
界
」

�

京
都
大
学
名
誉
教
授　

立
本　

成
文

質
疑
応
答

　

コ
メ
ン
ト

�

京
都
大
学
学
術
研
究
支
援
室　

田
中　

耕
司

�

愛
媛
大
学
国
際
連
携
支
援
部　

岩
田　

剛

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
海
か
ら
考
え
る
─
設
計
科
学
と
し
て
の
海
民
・
海
域
研

究
の
可
能
性
」

第
二
部
研
究
会

報
告　

①�

研
究
員　

長
津　

一
史

報
告　

②�

名
古
屋
市
立
大
学　

祖
父
江　

智
壮

報
告　

③�
政
策
研
究
大
学
院
大
学　

河
野　

元
子

報
告　

④

　

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研

究
科�

遅
沢　

泰

五
月
二
五
日　

第
二
回　

運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
一
回
学
術
研
究
推
進

委
員
会
（
五
月
一
八
日
開
催
）
の
報
告　

⑵
平
成
二
四

年
度
研
究
所
活
動
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て　

⑶
各
作

業
部
会
か
ら
の
報
告　

⑷
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
（
四

月
二
七
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
『
研

究
年
報
二
〇
一
三
年
』
の
原
稿
応
募
状
況
に
つ
い
て　

⑶
リ
ポ
ジ
ト
リ
─
に
つ
い
て　

⑷
出
張
申
請
一
覧
に
つ

い
て　

⑸
各
作
業
部
会
の
活
動
計
画
に
つ
い
て　

⑹
平

成
二
五
年
度
継
続
図
書
購
入
に
つ
い
て　

⑺
研
究
所
予

算
執
行
状
況
に
つ
い
て　

⑻
研
究
員
登
録
時
の
「
研
究

員
応
募
理
由
書
」
に
つ
い
て　

⑼
そ
の
他

六
月
一
五
日　

国
際
セ
ミ
ナ
ー

「
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
と
慣

習
法
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

挨
拶�

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
所
長　

高
橋　

継
男

挨
拶�

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
副
学
部
長

�
U
ntung D

w
i H
anantoSH

,M
H

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
会
社
法
の
諸
問
題
」

�

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
講
師

�
Param

ita Prananingtyas,SH
,LLM

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
会
社
法
に
お
け
る
企
業
統
治
に
つ
い

て
」�

研
究
員　

井
上　

貴
也

「
ア
ダ
ッ
ト
法
の
位
置
づ
け
」

�

デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
講
師　

T
riyono,SH

,M
K
n

「
日
本
統
治
時
期
台
湾
に
お
け
る
家
族
に
関
す
る
慣
習
法

の
変
遷
」�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

通
訳�

客
員
研
究
員　

中
田　

有
紀

ス
ラ
カ
ル
タ･

ス
ブ
ラ
ス･

マ
レ
ッ
ト
国
立
大
学
講
師

�
M
urni Ram

uli

六
月
二
二
日　

第
三
回　

運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
二
回
学
術
研
究
推
進

委
員
会
（
六
月
一
五
日
開
催
）
の
報
告　

⑵
各
作
業
部

会
か
ら
の
報
告　

①
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報

─
二
〇
一
三
年
─
』
原
稿
応
募
状
況
に
つ
い
て　

②
ア

ジ
ア
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て　

③
そ
の

他　

⑶
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
（
五

月
二
五
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
『
ア

ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
─
二
〇
一
三
年
─
』
原
稿

応
募
に
つ
い
て　

⑶
第
八
回
年
次
集
会
の
準
備
状
況
に

つ
い
て　

⑷
「
研
究
班
」
の
組
織
化
に
つ
い
て　

⑸
研

究
員
応
募
理
由
書
に
つ
い
て　

⑹
平
成
二
五
年
度
客
員
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研
究
員
新
規
申
請
に
つ
い
て
（
一
〇
月
申
請
分
）　

⑺
出

張
申
請
に
つ
い
て　

⑻
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
一
般
運
営

費
六
月
二
一
現
在
執
行
一
覧　

⑼
そ
の
他　

①
研
究
所

改
革
検
討
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト　

②
そ
の
他

六
月
二
五
日　

第
一
回
公
開
講
演
会「

中
国
の
経
済
成
長
、
環
境
問
題
と
持
続
可
能
な
発
展
」

“Econom
ic Grow

th,Environm
ent,and Sustainable 

D
evelopm

ent for China

”

�

客
員
研
究
員　

K
w
an S.K

im

一
〇
月
一
日　

研
究
員
委
嘱

　
　
　
　
　
　
　

客
員
研
究
員
委
嘱
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
ま
で
）

九
月
六
日　

共
同
セ
ミ
ナ
ー

「
東
ア
ジ
ア
会
社
法
に
お
け
る
慣
習
理
解
」

�

会
場　

中
国
清
華
大
学
深
圳
研
究
生
院

�

共
催　

中
国
清
華
大
学
深
圳
研
究
生
院

開
会
の
辞�
研
究
員　

後
藤　

武
秀

報
告
一�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

報
告
二�

研
究
員　

井
上　

貴
也

報
告
三�

清
華
大
学　

朱　

大
明

討
論

閉
会
の
辞�

清
華
大
学　

朱　

大
明

一
〇
月
二
六
日　

第
四
回　

運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
三
・
四
回
学
術
研
究

推
進
委
員
会
（
七
月
二
〇
日
・
一
〇
月
一
九
日
開
催
）

の
報
告　

⑵
第
三
回
運
営
委
員
会
以
降
の
研
究
所
関
係

活
動
に
つ
い
て　

⑶
平
成
二
六
年
度
予
算
要
求
書
に
つ

い
て　

⑷
平
成
二
五
年
度
一
〇
月
客
員
研
究
員
登
録
申

請
に
つ
い
て　

⑸
平
成
二
五
年
度
一
〇
月
研
究
員
・
院

生
研
究
員
登
録
申
請
に
つ
い
て　

⑹
各
作
業
部
会
か
ら 

�

⑺
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
（
六

月
二
二
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
平
成

二
六
年
度
「
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
」（
研
究
所
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
の
募
集
に
つ
い
て　

⑶
『
研
究
年
報
二
〇

一
三
年
』
第
四
八
号
の
論
文
応
募
に
つ
い
て　

⑷
『
研

究
年
報
二
〇
一
三
年
』
第
四
八
号
の
刊
行
作
業
予
定
に

つ
い
て　

⑸
平
成
二
五
年
度
予
算
執
行
状
況
と
今
後
の

執
行
計
画　

⑹
継
続
購
入
図
書
に
つ
い
て　

⑺
研
究
所

の
整
理
に
つ
い
て　

⑻
海
外
・
国
内
出
張
申
請
に
つ
い

て　

⑼
年
次
集
会
に
つ
い
て　

⑽
そ
の
他

一
〇
月
二
六
日　

第
一
回
公
開
研
究
例
会

「
李
德
裕
と
牛
僧
孺
・
李
宗
閔

�

─
唐
代
「
牛
李
党
争
」
の
始
期
を
め
ぐ
っ
て
─
」

�

院
生
研
究
員　

竹
内　

洋
介

「
台
湾
山
地
「
教
育
所
」
活
動
の
中
間
調
査
報
告
」

�

客
員
研
究
員　

大
川　

正
彦

一
一
月
一
日　

共
同
セ
ミ
ナ
ー

�

会
場　

漢
陽
大
学
校
法
学
専
門
大
学
院

�

主
催　

漢
陽
大
学
校
法
学
研
究
所

挨
拶�

漢
陽
大
学
校
法
学
研
究
所
所
長　

韓　

忠
洙

「
植
民
地
時
期
台
湾
に
お
け
る
笞
刑
─
朝
鮮
に
お
け
る
笞�

刑
と
の
比
較
の
た
め
の
前
提
作
業
」

�

研
究
員　

後
藤　

武
秀

「
日
本
民
法
の
連
帯
債
務
規
定
の
改
正
─
相
互
保
証
論
に

よ
る
批
判
的
検
討
─
」�

研
究
員　

深
川　

裕
佳

「
日
本
に
お
け
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
と
保
険
契
約
」
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�

研
究
員　

李　

芝
妍

講
評�

漢
陽
大
学
校
名
誉
教
授　

李　

哲
松

一
一
月
一
六
日　

第
五
回
運
営
委
員
会

報
告
事
項　

⑴
各
作
業
部
会
か
ら
の
報
告　

①
各
研
究

所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
状
況
に
つ
い
て　

②
各
研
究
班

活
動
状
況
に
つ
い
て　

③
『
研
究
年
報
二
〇
一
三
年
』

第
四
八
号
に
つ
い
て　

④
そ
の
他　

⑵
そ
の
他

審
議
事
項　

⑴
平
成
二
五
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
（
一

〇
月
二
六
日
開
催
）
議
事
録
（
案
）
に
つ
い
て　

⑵
第

八
回
年
次
集
会
に
つ
い
て　

⑶
研
究
年
報
の
「
投
稿
規

程
」
に
つ
い
て　

⑷
平
成
二
五
年
度
予
算
執
行
状
況
と

今
後
の
執
行
計
画　

⑸
平
成
二
六
年
一
月
～
三
月
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
一
二
月
・
二
月
の
運
営
委
員

会
開
催
に
つ
い
て
）
─
一
月
二
五
日
第
六
回
運
営
委
員

会
・
一
月
二
五
日
年
次
集
会
・
二
月
臨
時
運
営
委
員
会
・

三
月
第
七
回
運
営
委
員
会
・
研
究
員
総
会
な
ど
─　

⑹

次
年
度
研
究
員
・
客
員
研
究
員
・
院
生
研
究
員
募
集
に

つ
い
て　

⑺
そ
の
他

一
一
月
二
四
日　

公
開
講
演
会

日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会　

二
〇
一
三
年
秋
季
公
開
講
演
会

「
ト
ル
コ
の
歴
史
と
文
学
」

主
催�

日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会

「
ト
ル
コ
文
学
の
中
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
：
文
学
的
言
説

空
間
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」�

宮
下　

遼

「
近
代
ト
ル
コ
の
文
学
と
言
語
：
多
元
的
理
解
に
向
け
て
」

�

佐
々
木　

紳

平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員

有
澤
晶
子　

李
芝
妍　

○
石
井
隆
憲　

井
沢
泰
樹　

○
井
上
貴
也　

今
東
博
文　

植
野
弘
子 

�

薄
木
三
生　

王
亜
新　

王
学
群　

大
迫
正
文　

郝
仁
平　

笠
原
俊
宏　

桂
直
美　

加
藤
千
恵

子　

金
田
英
子　

川
崎
ミ
チ
コ　

木
内
明　

喜
岡
恵
子　

木
村
一　

楠
元
純
一
郎　

後
藤
武

秀　

小
林
秀
年　

小
林
正
夫　

小
西
康
夫　

○
斎
藤
里
美　

坂
井
多
穂
子　

佐
々
木
啓
介　

篠
﨑
正
彦　

小
路
口
聡　

○
続
三
義　

鈴
木
哲
郎　

◎
高
橋
継
男　

滝
澤
美
帆　

谷
釜
尋
徳 

�

○
千
葉
正
史　

土
田
賢
省　

テ
ィ
モ
シ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ　

○
長
津
一

史　

名
雪
健
二　

○
子
島
進　

野
島
直
人　

野
間
信
幸　

疋
田
聰　

平
野
和
弘　

深
川
裕
佳 

�

福
井
吉
孝　

○
松
本
誠
一　

○
三
沢
伸
生　

箕
曲
在
弘　

宮
原
均　

盛
岡
一
夫　

山
口
し
の

ぶ　

山
本
須
美
子　

米
澤
正
雄　

ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ズ

�

（
◎
所
長　

○
運
営
委
員
）

平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員

赤
堀
雅
幸　

阿
部
照
男　

安
藤
潤
一
郎　

飯
塚
勝
重　

石
岡
浩　

石
川
重
雄　

石
丸
由
美　

井
出
弘
毅　

井
上
星
児　

今
松
泰　

岩
田
剛　

大
川
正
彦　

大
城
美
樹
雄　

太
田
辰
幸　

大

畑
裕
嗣　

大
室
智
人　

奥
山
直
司　

川
上
崇　

菊
池
良
輝　

金
東
光　

K
w
an S.kim

　

小
澤

康
則　

後
藤
明　

齋
藤
康
輝　

佐
藤
三
千
夫　

真
田
安　

徐
瑞
静　

新
江
利
彦　

末
成
道
男 

�

杉
山
幸
一　

鈴
木
佑
記　

鈴
木
陽
子　

髙
澤
弘
明　

髙
津
茂　

高
橋
圭　

高
橋
彩　

田
中
路

子　

ダ
ニ
シ
マ
ズ
・
イ
デ
ィ
リ
ス　

谷
口
房
男　

東
長
靖　

都
甲
裕
文　

中
田
有
紀　

中
村

理
恵　

成
瀬
・
ト
ー
マ
ス
・
誠　

仁
子
寿
晴　

西
野
節
男　

服
部
美
奈　

福
田
義
昭　

藤
波

伸
嘉　

本
多
守　

馬
雪
峰　

南
亮
進　

嶺
崎
寛
子　

宮
下
良
子　

森
田
良
成　

山
形
勝
義　

山
口
裕
子　

横
川
伸　

吉
田
達
矢　

吉
本
康
子　

米
田
公
丸　

廖
国
一　

渡
邉
暁
子

平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
院
生
研
究
員

竹
内
洋
介　

タ
ン
・
ワ
ン
・
チ
ュ
ン

平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
退
任
予
定
研
究
員

石
井
隆
憲　

薄
木
三
生　

疋
田
聰　

盛
岡
一
夫
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二
〇
一
三
年
寄
贈
交
換
文
献
目
録
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
～
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

ア
カ
デ
ミ
ア　

社
会
科
学
編　

第
四
号
～
第
五
号�

南
山
大
学

ア
カ
デ
ミ
ア　

人
文･

自
然
科
学
編　

第
五
号
～
第
六
号�

南
山
大
学

ア
カ
デ
ミ
ア　

文
学
・
語
学
編　

第
九
三
号
～
第
九
四
号�

南
山
大
学

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要　

第
三
九
巻�

亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報　

第
一
四
五
号
～
第
一
五
二
号�

亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所

ア
ジ
ア
主
義
は
何
を
語
る
の
か�

三
沢
伸
生

ア
ジ
ア
情
報
室
通
報　

第
一
○
巻
第
四
号 

～
第
一
一
巻
三
号�

国
立
国
会
図
書
館

亜
細
亜
大
学　

学
術
文
化
紀
要　

第
二
二
号�

亜
細
亜
大
学
総
合
学
術
文
化
学
会

ア
ジ
ア
文
化
研
究　

三
九�

国
際
基
督
教
大
学

明
日
を
担
う　

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
の
挑
戦　

�

公
益
財
団
法
人
り
そ
な
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団

井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報　

第
二
二
号�
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究　

第
二
五
号

�

神
田
外
語
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

鵜
池
畜
鯉
碑
考�

谷
口
房
男

追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
紀
要　

第
六
号�

追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
研
究
紀
要　

第
二
六
号
～
第
二
七
号

�

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館

海
外
事
情　

第
六
○
巻
第
一
二
号
～
第
六
一
巻
第
一
一
号�

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所

海
外
事
情
研
究　

第
四
○
巻
第
二
号 

・
第
四
一
巻
第
一
号

�

熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所

海
外
事
情
研
究
所　

報
告　

二
〇
一
三�

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所

海
港
都
市
研
究 

第
八
号�

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
海
港
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー

学
習
院
女
子
大
学
紀
要　

第
一
五
号�

学
習
院
女
子
大
学

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
二
〇
一
三
年
度
版�

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

学
術
文
化
紀
要　

第
二
三
号�

亜
細
亜
大
学
総
合
学
術
文
化
学
会

変
わ
り
ゆ
く
イ
ン
ド
農
村
を
歩
く
～
私
た
ち
が
つ
な
ぐ
奇
跡
～

�

南
山
大
学
人
文
学
部
人
類
文
化
学
科

韓
国
朝
鮮
文
化
研
究 

第
一
二
号

�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
室

関
学
西
洋
史
論
集　

第
三
六
集�

関
西
学
院
大
学
関
学
西
洋
史
研
究
会

関
西
学
院
史
学　

第
四
〇
号�

関
西
学
院
大
学
史
学
会

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
復
興
（
27
）
─
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
お
よ
び
伝
統
文
化
復
興
の
研
究
・
調
査

二
○
一
一
・
二
○
一
二
年
合
併
号�

上
智
大
学
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー

紀
要　

史
学　

第
五
八
号�

中
央
大
学
文
学
部

京
大
ア
フ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
地
平
Ⅶ�

京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

串
原　

岐
阜
県
恵
那
市
串
原
の
地
理
と
民
俗　

二
○
一
一
・
二
○
一
二
年
度

�

立
教
大
学
文
学
部
地
理
・
人
類
研
究
室

経
営
力
創
成
研
究　

第
九
号�

東
洋
大
学
経
営
力
創
成
研
究
セ
ン
タ
ー

経
営
論
集　

第
二
五
号
～
第
二
六
号�

大
東
文
化
大
学
経
営
学
会

経
営
論
集　

第
八
〇
号
～
第
八
一
号�

東
洋
大
学
経
営
学
部

慶
応
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー　

N
o.21

�

慶
応
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所

経
済
論
集　

第
九
九
号�

大
東
文
化
大
学
経
済
学
会

経
済
論
集　

第
三
八
巻
第
一
号
～
第
三
八
巻
第
二
号�

東
洋
大
学
経
済
研
究
会

月
刊
み
ん
ぱ
く　
　

第
三
六
巻
第
一
二
号
～
第
三
七
巻
第
一
一
号�

国
立
民
族
学
博
物
館

言
語
文
化　

第
三
〇
号�

明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所

現
代
社
会
研
究　

第
一
〇
号�

東
洋
大
学
現
代
社
会
総
合
研
究
所

言
語
文
化
研
究
所
紀
要　

第
四
四
号�

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

機
構
ニ
ュ
ー
ス　

V
ol.6N

o.2 

・V
ol7 N

o1 
�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要　

第
五
号�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報　

第
五
三
号

�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所

国
際
関
係
研
究　

第
三
三
巻
第
二
号�

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所

国
際
関
係
学
部
研
究
年
報　

第
三
四
集�

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

国
際
教
育
研
究
所
紀
要　

第
二
三
号�

国
際
教
育
研
究
所

国
際
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム　

第
五
六
号
～
第
五
九
号�

国
際
教
育
研
究
所

国
文
学　

第
九
七
号�

関
西
大
学
国
文
学
会

国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告　

第
三
七
巻
第
一
号
～
第
三
七
巻
第
四
号�

国
立
民
族
学
博
物
館
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国
立
民
族
学
博
物
館
調
査
報
告　

N
o.108 

～ N
o.114�

国
立
民
族
学
博
物
館

五
十
年
の
歩
み�

財
団
法
人
ア
メ
リ
カ
研
究
振
興
会

財
団
法
人
ア
メ
リ
カ
研
究
振
興
会
会
報　

N
o.73 �

財
団
法
人
ア
メ
リ
カ
研
究
振
興
会

史
艸　

第
五
三
号�

日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会

史
叢　

第
八
七
号�

日
本
大
学
史
学
会

次
世
代
人
文
社
會
研
究　

第
九
號�

（
韓
国
）
東
西
大
学
校
韓
日
次
世
代
學
術FO

RU
M

儒
教
文
化
研
究　

V
ol.19�

（
韓
国
）
成
均
館
大
學
校
儒
教
文
化
研
究
所

上
智
ア
ジ
ア
学　

第
三
〇
号�

上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

常
民
文
化　

第
三
六
号�

成
城
大
学
常
民
文
化
研
究
会

人
文
学
報　

N
o.468�

首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科

社
会
学
部
論
集　

第
五
五
号
～
第
五
六
号�

佛
教
大
学
社
会
学
部

世
界
史
に
お
け
る
中
国
第
12
回
日
韓･

韓
日
歴
史
家
会
議
報
告
書�

日
韓
文
化
交
流
基
金

総
合
政
策
論
叢　

第
二
五
号
～
第
二
六
号�

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会

大
正
大
学
綜
合
研
究
所
年
報�

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

大
東
文
化
研
究　

第
八
○
号
～
第
八
三
号�

（
韓
国
）
成
均
館
大
學
校
大
東
文
化
研
究
院

拓
殖
大
学
語
学
研
究　
　

N
o.127

～128�
拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所

地
域
研
究　

V
ol.13N

o.1 

～V
ol.13N

o.2�

京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊　

第
八
三
本
第
三
分
～
第
八
三
本
第
四
分
・

第
八
四
本
第
一
分
～
第
八
四
本
第
三
分�

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報　

第
一
七
号�

中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所

中
国
石
刻
関
係
図
書
目
録
（
二
○
○
八
─
二
○
一
二
前
半
）
稿�
高
橋
継
男

中
国
哲
学
論
集　

第
三
七
・
三
八
合
併
号　

�

九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会

調
査
研
究
報
告　

N
o.57

～N
o.58�

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

中
東
研
究　

N
o.516

～N
o.518�

財
団
法
人
中
東
調
査
会

東
京
女
子
大
学
紀
要　

論
集　

第
六
三
巻
（
二
号
）・
第
六
四
巻
（
一
号
）�

東
京
女
子
大
学

東
南
ア
ジ
ア
研
究　

V
ol.50 N

o.2

・V
ol.51 N

o.1�

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

東
南
ア
ジ
ア
研
究
年
報　

第
五
四
集�

長
崎
大
学
経
済
学
部
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

東
洋
史
苑　

第
七
九
号�

龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会

東
洋
大
学
校
友
会
報　

第
二
五
四
号
～
第
二
五
六
号�

東
洋
大
学
校
友
会

東
洋
大
学
国
際
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー　

N
ew
sletter N

o.30

～N
o.32

�

東
洋
大
学
国
際
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー

東
洋
大
学
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト�

東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

第
二
八
号�

東
洋
哲
学
研
究
所

東
洋
文
化
研
究　

第
一
五
号�

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

東
洋
法
學　

第
五
六
巻
第
二
号
～
第
五
六
巻
第
三
号
・
第
五
七
巻
第
一
号�

東
洋
大
学
法
学
会

徳
島
文
理
大
学
研
究
紀
要　

第
八
五
号
～
第
八
六
号�

徳
島
文
理
大
学

な
じ
ま
ぁ　

第
三
号�

立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所

南
山
考
人　

第
四
一
号�

南
山
考
古
文
化
人
類
学
研
究
会

南
山
大
学
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

第
八
号

�

南
山
大
学
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
紀
要　

第
三
一
号�

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

日
韓
文
化
交
流
基
金N

EW
S　

 N
o.64

～N
o.67�

財
団
法
人
日
韓
文
化
交
流
基
金

日
本
研
究　

第
五
三
號
～
第
五
六
號�

韓
国
外
国
語
大
學
校
日
本
研
究
所

人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要　

第
一
五
号�

東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所

人
間
文
化
研
究
機
構
の
あ
り
方
─
第
一
次
報
告
─�

人
間
文
化
研
究
機
構

東
ア
ジ
ア
〈
未
来
知
〉
通
信　

N
o.32

～N
o.33

�

学
習
院
大
学
東
ア
ジ
ア
学
国
際
連
携
セ
ン
タ
ー

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究　

第
六
号�

関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科

北
東
ア
ジ
ア
研
究　

第
二
四
号
・
別
冊
第
二
号

�

島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（N

EA
R

）

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集　

第
七
二
巻�

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

第
二
○
号
・
別
冊�

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報　

N
o.34�

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

社
会
学
研
究
科
篇　

第
四
一
号�

佛
教
大
学
大
学
院

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

社
会
福
祉
学
研
究
科
篇　

第
四
一
号�

佛
教
大
学
大
学
院

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

教
育
学
研
究
科
篇　

第
四
一
号�

佛
教
大
学
大
学
院

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
四
一
号�

佛
教
大
学
大
学
院

文
化　

第
七
六
巻
第
一
号
～
第
四
号�

東
北
大
学
文
学
会

文
学
論
藻　

第
八
七
号�

東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科

平
成
二
四
年
度
研
究
報
告
書�

東
洋
大
学
国
際
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー

法
政
大
学
文
学
部
紀
要　

N
o.65

～N
o.66�

法
政
大
学
文
学
部

密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
二
六
号�

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
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未
来　

N
o.556

～N
o.566�

未
来
社

民
博
通
信　

N
o.139

～N
o.142�

国
立
民
族
学
博
物
館

横
浜
市
立
大
学
論
叢　

人
文
科
学
系
列　

第
六
四
巻
第
一
号
～
第
六
四
巻
第
三
号

�

横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会

横
浜
市
立
大
学
論
叢　

社
会
科
学
系
列　

第
六
四
巻
第
一
号
～
第
二
号

�

横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会

季
刊
中
国
資
本
市
場
研
究　

通
巻
第
二
四
号
～
第
二
七
号�

公
益
財
団
法
人
野
村
財
団

立
命
館
国
際
研
究　

第
二
五
巻
第
二
号
～
第
二
五
巻
第
三
号
・
第
二
六
巻
第
一
号

�

立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
会

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
一
集�

佛
教
文
化
研
究
所

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
所
報　

第
三
六
号�

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

歴
史
研
究　

第
五
○
号�

大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室

A
FRICA

N
 ST
U
D
Y
 M
O
N
O
GRA

PH
S V
ol.33N

o.4

～ V
ol.34N

o.1
�

京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

A
FRICA

N
 ST
U
D
Y
 M
O
N
O
GRA

PH
S Supplem

entary Issue V
ol.45

～V
ol.46

�

京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

EA
I bulletin V

ol.15N
o.2

�
EA
ST
 A
SIA
N
 IN
ST
IT
U
T
E

（N
ational U

niversity of Singapore

）

Japan Center N
EW
SLET

T
ER　

第
二
三
号
～
第
二
五
号

�

東
西
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

JCA
S Collaboration Series 6

～7
�

地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

Journal of Cultural Interaction in East A
sia V

ol.4�

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会

M
IN
PA
K
U
 A
nthropology N

ew
sletter N

o.35

～N
o.36�

国
立
民
族
学
博
物
館

M
onograph Series N

o.11�

上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

N
EA
R N
ew
s　

第
四
三
号�

島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

N
EW
SLET

T
ER N

o.66�

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

Research V
ol.17.N

o.4

・V
O
ol.18N

o.1

～V
O
ol.18N

o.3�

福
岡
大
学
研
究
推
進
部

Ritsum
eikan A

nnual Review
 of International studies V

ol.11
�

立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
会

RU
GA
S 

立
教
大
学
地
理
人
類
学
研
究　

N
o.28

～N
o.29

�

立
教
大
学
文
学
部
地
理
・
人
類
研
究
室

Senri Ethnological Studies 80

～84�

国
立
民
族
学
博
物
館

Sutheast A
sian Studies V

ol.2N
o.1�

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

T
he Educational Principles of Enryo Inoue
�

東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー

T
O
Y
O
 U
N
IV
ERSIT

Y
 N
EW
S N
o.235

～N
o.237�

東
洋
大
学
総
務
部
広
報
課

U
T
CM
ES

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー　

V
ol.3

～V
ol.4

�

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
機
構
中
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

Southeast A
sian Studies V

ol.2N
o.2

・V
ol.1N

o.3�

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

ZA
IRA
ICH
I 　

創
刊
号�

京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
二
年
度
～
二
〇
一
三
年
度
購
入
図
書
目
録
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
～
二
〇
一
三
年

一
一
月
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
地
紛
争　

言
挙
げ
す
る
農
民
た
ち
（
中
島
成
久
）／
近
代
日
本
と
東
南
ア
ジ

ア　

南
進
「
襲
撃
」
と
「
遺
産
」（
後
藤
乾
一
）／
ア
ジ
ア
新
興
国
の
上
場
会
社
買
収
法
制
（
森
・

濱
田
松
本
法
律
事
務
所
）／
ア
ジ
ア
進
出
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
国
際
業
務

部
）／
支
配
株
主
規
制
の
研
究　

中
国
社
会
法
を
素
材
と
し
て
（
朱
大
明
）／
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
み
た
近
代
日
本
「
南
進
」・
占
領
・
脱
植
民
地
化
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
（
後
藤
乾
一
）／
慣

習
法
と
法
的
確
信　

民
事
法
と
国
際
法
の
視
座
か
ら
（
多
喜
寛
）／
比
較
企
業
法
の
現
在　

そ

の
理
論
と
課
題　

石
山
琢
磨
先
生
・
上
村
達
雄
先
生
還
暦
記
念
（
尾
崎
安
央
・
川
島
い
づ
み
）

／
イ
ス
ラ
ー
ム
財
産
法
（
棚
橋
博
之
）／
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
と
は
何
か
（「
知
」
の
扉
を
ひ
ら
く
）

（
青
柳
真
智
子
）／
ア
ジ
ア
に
お
け
る
循
環
資
源
貿
易
（
小
島
道
一
）／
未
開
社
会
に
お
け
る
構

造
と
機
能　

新
版
（
ラ
ド
ク
リ
フ
＝
ブ
ラ
ウ
ン
）／
外
邦
図
─
帝
国
日
本
の
ア
ジ
ア
地
図
（
中

公
新
書2119

）（
小
林　

茂
）／
越
境
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
陳　

天
璽
）／
中

国
文
物
地
图
集　

新
疆
维
吾
尔
自
治
区
分
册　

上
、
下
（
附
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）（
国
家
文
物
局�

主

编
）／Philippines 2010 Census of Population -Population Counts by 

Legislative D
istrict

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce 

M
anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Population, Land A
rea,and 

D
ensity

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffice M
anila

）／
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Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.N

CR

（Republic of the 
Philippines N

ational Statistics O
ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of 
Population -Report N

o.1.CA
R 

（Republic of the Philippines N
ational Statistics 

O
ffi
ce M

anila
）／Philippines 2010 Census of Population -Report N

o.1.Reg.Ⅰ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 
2010 Census of Population -Report N

o.1.Reg.Ⅱ

（Republic of the Philippines 
N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of Population 
-Report N

o.1.Reg.Ⅲ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce 

M
anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.Reg.Ⅳ

A

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 
2010 Census of Population -Report N

o.1.Reg.Ⅳ
B

（Republic of the Philippines 
N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of Population 
-Report N

o.1.Reg.Ⅴ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce 

M
anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.Reg.Ⅵ

（Republic 
of the Philippines N

ational Statistics O
ffi
ce M

anila
）／Philippines 2010 Census 

of Population -Report N
o.1.Reg.Ⅶ

（Republic of the Philippines N
ational 

Statistics O
ffice M

anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Report 
N
o.1.Reg

Ⅷ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／

Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.Reg

Ⅸ
（Republic of the 

Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of 
Population -Report N

o.1.Reg
Ⅹ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics 

O
ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.Reg

Ⅺ

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 
2010 Census of Population -Report N

o.1.Reg
Ⅻ

（Republic of the Philippines 
N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／Philippines 2010 Census of Population 
-Report N

o.1.A
RM
M

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce 

M
anila

）／Philippines 2010 Census of Population -Report N
o.1.CA

RA
GA

（Republic of the Philippines N
ational Statistics O

ffi
ce M

anila

）／2000 Census of 
Population Peport N

o.1 PhilippinesPublic U
se File 

（PU
F

）, Raw
 D
ate Files

（m
icro level date

）about 40 files per province as bellow
s in CD

-RO
M

／2000 
Census of Population Peport N

o.2 PhilippinesPublic U
se File 

（PU
F

）, Raw
 D
ate 

Files 

（m
icro level date

） about 40 files per province as bellow
s in CD- RO

M

／

H
asil Sensus Penduduk T

ahun 2010 for 31 States in Indonesia PD
F file 

（CD
-

RO
M

）／General Report of the Population and H
ousing Census 2000 

（CD
-

RO
M

）／Population D
istribution by Local A

uthority A
reas and M

ukim
s 2010 

E
xcel

（C
D
-R
O
M

）／Population 
D
istribution 

and 
B
asic 

D
em
ographic 

Characteristics 2010 

（CD
-RO
M

）／
金
石
史
料
新
編
（
第
二
輯
）　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
北
京
市
22
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
天
津
市
7
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
内
蒙
古
5
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
遼
寧
省
46
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
吉
林
省
26
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ

（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
地
方
誌
─
黑
龍
江
省
29
種　

正
規
版　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ

Ｍ
（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）／
中
国
考
古
学
年
鑑
二
〇
一
一
（
中
国
考
古
学
会　

主
编
）

／
中
国
人
口
年
鑑
二
〇
一
二
（
张
东
伟　

主
编
）／
東
洋
学
文
献
類
目
二
〇
一
〇
（
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
）／
東
洋
学
文
献
類
目
二
〇
一
一 

補
遺
版
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

／
中
国
年
鑑
二
〇
一
三
（
中
国
研
究
所
）／
中
国
文
物
地
图
集　

河
北
分
册　

上
、
中
、
下
（
附

Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）（
国
家
文
物
局　

主
编
）／
東
南
ア
ジ
ア　

歴
史
と
文
化
42
（
東
南
ア
ジ
ア

学
会
）／
中
国
統
計
年
鑑
二
〇
一
三
（
中
華
人
民
共
和
国
国
家
統
計
局
）／
大
理
院
民
事
判
例

輯
存
・
總
則
編
（
黄
源
盛
）／
大
理
院
民
事
判
例
輯
存
・
親
屬
編　

上
、
下
（
黄
源
盛
）／
大

理
院
判
决
例
全
书
（
郭
卫　

编 

吴
宏
耀
）
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東洋大学アジア文化研究所研究年報　投稿規程
１．＜目的＞
『アジア文化研究所研究年報』（以下、本誌という）は、東洋大学アジア文化研究所（以下、本研
究所という）の機関誌であり、広くアジアにかかわる研究成果をとりまとめて、原則として毎年1回、
年度末をめどに刊行する。

２．＜投稿資格者＞
　　本誌への投稿資格者は以下の者とする。
⑴　本研究所の研究員・客員研究員。ただし共著においては、共著者の所属を問わない。
⑵　本研究所の院生研究員。投稿については、本研究所院生研究員内規の定めに従う。
⑶　本研究所の運営委員会が特別に依頼した者。

３．＜原稿区分＞
　　本誌に掲載される原稿は、一般投稿原稿・プロジェクト報告原稿・それ以外のものに分ける。
４．＜採択＞

投稿資格者には春学期期間中に事前の投稿希望を調査する。投稿原稿の調整や掲載の採否などは
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５．＜東洋大学学術情報リポジトリ登録＞
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える。意思表明のない場合は、登録を承諾したものとみなす。

執筆要領
１．投稿原稿は、図表・写真・注記・参考文献などを含めて、使用言語が、日本語・ハングルなどの
場合は、400字詰原稿用紙80枚以内（40字800行以内）、中国語の場合は400字詰原稿用紙50枚以内（40
字500行以内）で作成すること。アルファベット表記の外国語の場合は、13,000語以内で作成するこ
ととする。プロジェクト報告書に関しては運営委員会において審議の上で枚数を決定する。

２．投稿原稿は、原則としてパソコンのワープロソフトで作成し、電子媒体（①word もしくは一太
郎と② PDFの２種類）とプリントアウトしたものの双方を提出することとする。電子媒体は指定の
アドレスにメールで送信すること。紙媒体のものは郵送、持参のいずれも可とする。また事務連絡
の必要上、連絡先（住所・電話・FAX・Eメールアドレスなど）を明記すること。

３．原稿提出締切日、採択の場合の著者校正などの日程は本研究所運営委員会より別途連絡する。
４．投稿原稿には、以下のものを、順に記載すること。①題名（副題がある場合には副題も）、②著者
名、③所属・身分（東洋大学以外に本務先がある場合には本務先も）、④本文、⑤注記・参考文献（引
用文献）

　※なお、日本語投稿原稿の場合は英文情報（題名・著者名・所属・身分）、外国語投稿原稿の場合に
は和文情報（題名・著者名・所属・身分・要旨200字）を合わせて提出すること。

　※申請後の題名の大幅な変更は認めない。
５．図・表・写真を添付する場合は、以下のことに留意すること。
⑴　そのまま原稿として使用できる状態で提出をすること。
⑵　本文における挿入箇所は投稿原稿の欄外に赤字で指示を明記すること。
⑶　通し番号・記号・キャプションを付す場合には投稿原稿の欄外に赤字で指示を明記すること。
⑷　図・表・写真に関しては、運営委員会の判断により、点数・大きさなどを変更する場合がある。

６．提出原稿は、付記の表記法にもとづき、完成原稿の希望に準じて提出すること。
７．外国語特殊文字に関しては、投稿原稿の当該部分に赤丸をつけ欄外に赤字で指示を明記すること。
８．投稿原稿は採否にかかわらず原則返却しない。
９．不明な点は、本研究所運営委員会編集担当および本研究所付事務方に問い合わせるものとする。

付則：投稿規程の改定
本投稿規程は必要に応じて運営委員会の議を経て改定するものとする。
� （2014年１月25日改定）



ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
─
二
〇
一
三
年
─　

第
四
八
号

発 

行 

所�

ア

ジ

ア

文

化

研

究

所

旧
・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所

 〒112 

−8606
東
京
都
文
京
区
白
山
五
ノ
二
八
ノ
二
〇

（
東
洋
大
学
内
）

電
話　

〇
三
─
三
九
四
五
─
七
四
九
〇

�

ヨ
シ
ダ
印
刷
株
式
会
社
東
京
支
店

印 

刷 

所�

東
京
都
墨
田
区
亀
沢
三
丁
目
二
十
番
十
四
号

電　

話　
　

〇
三
─
三
六
二
六
─
一
三
〇
一

編 

集 

兼

発 

行 

人�

高　
　

橋　
　

継　
　

男

【
非 

売 

品
】

二
〇
一
四
年
二
月
二
二
日　

印
刷

二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日　

発
行



Annual Journal of
the Asian Cultures Research Institute

Asian  Cultures  Research  InstituteAsian  Cultures  Research  Institute
former Asia-Africa Cultural Research Institute

Toyo University
5-chome 28-20, Hakusan, Bunkyo-ku, Tokyo, Japan

Published by

No.48

2013

An Inquiry into Origin of “the Three Legged Crow”………… IIZUKA Katsushige…　1
Gongze, Shiwu, Sheren : Discrimination Signs under 

the Military Glory Systems of Qin Dynasty. 1 ……………… ISHIOKA Hiroshi… 15
Symbolical Elements of Traditional Chinese Drama ………… ARISAWA Akiko… 28
About the Holy House of Cao Dai Chon Ly ………………… TAKATSU Shigeru… 56（351）
A Sign of Change of the Economic Status through Cultural Change among

Ethnic Groups in Lam Dong Province,Vietnam …………… HONDA Mamoru… 75（332）
Man of the Central Highlands: The Works of Nguyễn Ngọc Ẩn

………………………………………………………………… NAKAMURA Rie… 86（321）
A Historical Change of Death Anniversary in Vietnam: 

Sustainment and Transformation of the Tradition in the Northern Village.
……………………………………………………………… KAWAKAMI Takashi…102（305）

Islamic Religious Knowledge Written in Cham Manuscripts
： A Preliminary Study through Analysis of a List and Manuscripts
of the Cham in South - Central Vietnam. ……………… YOSHIMOTO Yasuko…110（297）

The Institutionalization of Islam in Sabah, Malaysia: 
Historical Process and its Peculiarities ………………… NAGATSU Kazufumi…128（279）

The Japanese Economic Activities in Istanbul in the Interwar Period (6):
A Study on the Japanese Commercial Museum in Istanbul
………………………………………………………………… MISAWA Nobuo…148（259）

A Study on Several Relationships of the Tatar Residents in Nagoya Before World War II
……………………………………………………………… YOSHIDA Tatsuya…160（247）

Japanese-Chinese Translations : An Analysis of the Chinese Translations
of the “Vox Populi, Vox Dei”（2012.6.27）……………………………XU Sanyi …172（235）

A Study of Public Holiday and Memorial Day in Korea …… KOZAWA  Yasunori…182（225）

Research Reports …………………………………………………………………………407
Study Meetings……………………………………………………………………………411
Announcement ……………………………………………………………………………418

Studies on Transnational Way of Life in Asian Peripheries: 
Comparative Perspective of East Asia and Southeast  Asia…………………………218（189）

The Roles of the Asian People on the Formation of 
the Modern Japanese Ethnic Sports …………………………………………………262（145）

Relations of Western Law and Local Customs of East Asia and Southeast Asia ……406（001）


